
『改革への扉』が開いている今こそ！ 
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昼
夜
を
分
か
た
ず
に
、
抜
本
的
な
改
革

政
策
作
り
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

ま
さ
に
、
高
市
総
理
が
お
話
さ
れ
た

「
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
」
よ
う
な
、

二
十
代
の
私
が
そ
こ
に
は
い
ま
し
た
。 

 

日
本
再
起
に
挑
戦
者
を
讃
え
ま
す 

 

挑
戦
に
は
失
敗
も
伴
い
ま
す
。
成
功 

は
稀
で
す
。
し
か
し
、
特
に
若
い
世
代

に
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
っ
て
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

日
本
再
起
の
為
、
そ
う
し
た
努
力
を

後
押
し
て
し
っ
か
り
と
支
え
る
、
社
会

保
障
制
度
で
も
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。 

             

高
市
政
権
誕
生 

女
性
初
の
総
理
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

高
市
早
苗
総
理
は
、
私
に
と
り
ま
し
て

松
下
政
経
塾
の
四
期
上
の
先
輩
で
す
。 

 

松
下
幸
之
助
翁
の
薫
陶
を
受
け
て
、

ま
さ
に
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
て
い
た

憂
国
の
同
志
の
お
ひ
と
り
で
す
。 

 

今
一
度
、『
日
本
の
洗
濯
』 

 
高
市
総
理
は
、
お
志
を
示
す
中
で
、 

私
も
２
５
年
に
渡
り
引
用
し
て
来
た

『
日
本
を
今
一
度
、
洗
濯
申
し
候
』
を 

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

維
新
の
志
士
、
坂
本
龍
馬
の
手
紙
に

認
め
ら
れ
た
一
文
で
す
。 

 

維
新
と
の
連
立
政
権 

 

高
市
政
権
は
、
日
本
維
新
の
会
と
の 

連
立
で
す
。
内
閣
に
役
職
を
持
た
な
い

閣
外
協
力
の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

 

維
新
は
時
代
に
適
う
保
守
改
革
を

志
向
す
る
政
党
で
す
。
い
た
ず
ら
に
、

ポ
ス
ト
を
求
め
る
筋
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

改
革
な
く
し
て
連
立
な
し
、
で
す
。 

 
『
改
革
へ
の
扉
』 

 

今
、
高
市
連
立
政
権
で
、
改
革
へ
の 

機
運
が
、
と
み
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

３
１
年
も
前
、
政
治
改
革
関
連
法

（
公
職
選
挙
法
改
正
等
）
が
決
定
さ
れ

現
在
の
選
挙
制
度
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
時
の
政
治
改
革
へ
の
熱
量
た
る

や
、
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
も
、
の
ち
の
細
川
総
理
の
下
で
、
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こういちろう 

挑戦者のお一人である楽天創業者、三木谷浩史さんと 



 

子育て世代の手取りを増やす！ 

社
会
保
険
料
負
担
を
軽
減 

 

税
に
よ
る
負
担
軽
減
も
さ
る
こ 

と
な
が
ら
、
社
会
保
険
料
の
軽
減

の
方
が
、
働
く
世
代
、
取
り
分
け
、

子
育
て
世
代
の
手
取
り
を
増
や
す

に
は
、
よ
り
実
効
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

維
新
は
連
立
に
向
け
、
大
き
く

１
２
の
合
意
を
得
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
に
、
社
会
保
険
料
の
引

き
下
げ
も
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

失
わ
れ
た
３
０
年
を
転
換
へ 

こ
の
「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
で
、 

平
均
給
与
は
下
が
る
一
方
、
税
と

社
会
保
険
料
負
担
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
ま
し
た
。 

 

国
民
負
担
率
は
約
５
０
％
と
な

り
ま
し
た
。
い
わ
ば
給
料
の
半
分

は
、
税
と
社
会
保
険
料
で
消
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

税
と
社
会
保
険
料 

           

日本維新の会党員、 

後援会のお申し込みは、 
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  いちむら浩一郎事務所  

お気軽にお立ち寄りください  

市
村 

浩
一
郎 

（
い
ち
む
ら 

こ
う
い
ち
ろ
う
） 

衆
議
院
議
員
（
５
期
目
） 

元
国
土
交
通
大
臣
政
務
官 

約
３
０
年
前
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う

造
語
を
生
み
だ
す
。
松
下
政
経
塾
９
期

生(

松
下
幸
之
助
塾
長
よ
り
直
々
に 

指
導
を
受
け
た｢

最
後
の
弟
子｣

)

、 
 

阪
神･

淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
金 

事
務
局
長
、
公
益
財
団
法
人
東
京
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
代
表
理
事 

一
橋
大
学
卒
業 

地元の皆様に維新の政策を届けます 

子
育
て
世
代
を
支
え
ま
す 

 

少
子
化
が
、
予
測
よ
り
も
早
く 

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。 

 

一
方
で
、
経
済
成
長
に
は
人
口

増
が
最
も
わ
か
り
易
い
道
で
す
。 

 

も
は
や
諦
め
に
近
い
状
況
に
は

あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
し
た
い
。 

 

核
家
族
化
・
共
働
き
時
代
に
は
、

子
育
て
の
費
用
や
労
力
を
、
可
能

な
限
り
、
社
会
全
体
で
負
担
す
る

こ
と
が
切
に
望
ま
れ
ま
す
。 

 

維
新
は
先
ず
、
高
校
授
業
料
や

小
学
校
給
食
の
無
償
化
を
、
公
約

通
り
に
実
現
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
就
学
前
児
童
の
保
育
施

設
の
充
実
や
、
そ
の
費
用
の
負
担

低
減
に
も
、
従
前
よ
り
、
行
政
改
革

で
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

              

希
望
の
虹
を｢

駈｣

け
た
い 

 

今
年
は
、
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
） 

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
、

新
し
い
挑
戦
は
「
吉
」
と
の
言
伝
え

も
あ
る
よ
う
で
す
。 

時
代
は
国
内
外
の
情
勢
と
も
に

誠
に
厳
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
混
沌
か
ら
新
し
い
秩
序
を

創
り
出
す
に
、
明
る
い
希
望
を
も

っ
て
、
荒
波
に
、
日
本
国
の
舵
取
り

を
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

午
年
に
、
希
望
の
虹
を
駈
け
て
。 
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